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＜災害拠点精神科病院とは＞

＜災害拠点精神科病院の整備状況＞

災害時においても、精神科医療を行うための診療機能やDPAT派遣機能

を有するほか、患者の一時的避難に対応できる場所や保護室等を有し、

災害時における精神科医療を提供する上での中心的な役割を担う病院

１ 災害拠点精神科病院について

指定年月住所病院名

2020年３月名古屋市千種区徳川山町４-１-７愛知県精神医療センター

2020年３月豊橋市三本木町字元三本木20-1
松崎病院
豊橋こころのケアセンター

（2026年１月時点）



＜DPATとは＞
災害時等に被災地域に入り、精神科医療及び精神保健活動の支援を行う

専門的なチーム

＜DPAT隊の構成＞

＜DPAT隊の主な役割＞

◆構成員：精神科医師、看護師、業務調整員

◆人 数：３～５名

①病院への支援

被災病院からの患者搬送、被災病院における診療継続のための支援

②地域への支援

避難所での精神疾患を有する被災者への対応 など

③支援者への支援

被災者支援を行う者に対する心のケア支援

２ DPAT（災害派遣精神医療チーム）について



２ DPAT（災害派遣精神医療チーム）について

＜愛知ＤＰＡＴ隊登録状況＞（2025年４月時点）

○愛知ＤＰＡＴ隊編成可能隊数：16機関29隊

※主に本県被災時に県内で活動する隊

○日本ＤＰＡＴ編成可能隊数：３機関６隊

※発災から48時間以内に、県内外の被災地において活動する隊

＜愛知ＤＰＡＴ統括者の登録状況＞（2026年１月時点）

ＤＰＡＴ統括者…県内で活動する全てのＤＰＡＴの指揮・調整等を行う者

○愛知ＤＰＡＴ統括者数：計７名（愛知県精神保健福祉センター所長など）



愛知県内の精神科医療機関職員等を対象
に愛知県が組織する災害派遣精神医療チー
ム（愛知ＤＰＡＴ）として活動する人材を
養成するための研修を実施しています。

＜研修実績＞

○2024年度：

2024年12月21日(土)・22日(日)開催

受講者数 68名

○2025年度：

2025年11月14日(土)・15日(日)開催

受講者数 32名

愛知ＤＰＡＴ研修

２ DPAT（災害派遣精神医療チーム）について



南海トラフ地震の発生を想定し、DPAT調
整本部を立ち上げた実働・図上訓練を実施
しています。

＜訓練概要＞

○日 時：2026年１月21日（水）

○参加者：

DPAT統括者、県内DPAT隊員、県職員

○訓練内容：

発災後24時間後の本部活動等に係る訓練

・精神科病院の被災状況確認

・被災精神科病院への支援方法の検討 等

愛知ＤＰＡＴ訓練

２ DPAT（災害派遣精神医療チーム）について


